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ピ
ア
ソ
ン
邸
の
時
代
か
ら
、
こ

の
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
親

子
で
飾
り
付
け
た
こ
と
が
、
北
見

（
当
時
野
付
牛
町
）
で
の
初
め
て
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
写
真
に
残
る
当
時
の
手

作
り
ツ
リ
ー
再
現
を
、
ピ
ア
ソ
ン

夫
妻
所ゆ
か
り縁
の
幼
稚
園
児
の
協
力
で
、

２
０
１
７
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
で
9
回
目
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

２
０
２
０
年
の
ツ
リ
ー
飾
り
付
け

だ
け
が
、
園
児
手
作
り
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
を
、
大
人
に
よ
る
代
行
飾
り

付
け
で
の
実
施
で
し
た
。

　

今
回
の
飾
り
付
け
は
、
12
月
１

日
月
曜
日
の
休
館
日
に
、
園
児
27

名
（
年
長
）
と
教
諭
５
名
（
小
林
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奏
で
、「
聖
し
こ
の
夜
」
を
元
気
に

歌
い
ま
し
た
。
最
後
に
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
囲
ん
だ
記
念
の
写
真
撮
影

を
撮
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ピ
ア

ソ
ン
会
顧
問
（
現
在
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
在
住
）
の
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー

ド
氏
が
、
ち
ょ
う
ど
来
北
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、、
園
児
た
ち
と
の

記
念
写
真
に
加
わ
り
ま
し
た
。
ツ
リ

ー
は
、

記
念
館

で
１
月

中
旬
ま

で
展
示

を
す
る

予
定
と

な
っ
て

い
ま
す
。

園
長
含
む
）
が
、
午
前
11
時
に
手
作

り
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
持
参
し
、
今
年

か
ら
新
し
く
準
備
し
た
（
武
田
花
光

園
／
協
力
）
赤あ
か
え
ぞ
ま
つ

蝦
夷
松
の
ツ
リ
ー
に

飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

ア
ッ
プ
ル
ポ
マ
ン
ダ
ー
、
エ
ッ
グ

ポ
マ
ン
ダ
ー
、
小
さ
な
リ
ー
ス
、
ピ

ア
ソ
ン
の
庭
で
獲
っ
た
松
ぼ
っ
く

り
、
な
ど
。
さ
ら
に
枝
葉
に
積
も
る

雪
を
表
現
し
た
棉わ
た

な
ど
を
一
人
一
人

の
園
児
が
、
踏
台
を
使
っ
た
り
先
生

に
抱
え
上
げ
ら
れ
て
高
い
枝
に
飾
っ

た
り
と
、
和わ
き
あ
い
あ
い

気
藹
々
と
楽
し
そ
う
に

吊
る
し
ま
し
た
。

　

飾
り
付
け
終
了
後
に
は
、
リ
ー
ド

オ
ル
ガ
ン
（
１
８
７
８
年
製
）
の
伴

永
年
団
体
会
員
へ

「
感
謝
状
」
を
贈
る

①
五
十
嵐
建
設
㈱

②
金
星
北
見
ハ
イ
ヤ
ー
㈱

③
ホ
テ
ル
黒
部

④
㈲
北
見
石
材
店

⑤
㈱
サ
ン
園
芸

⑥
永
井
法
律
事
務
所

⑦
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

北
見
教
会

⑧
株
式
会
社
ほ
く
べ
い

⑨
㈱
日
専
連
ニ
ッ
ク
コ
ー
ポ
　

　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
シ
ョ
ン

　
北
見
市
指
定
文
化
財
「
ピ
ア

ソ
ン
記
念
館
」
に
対
す
る
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　

ピ
ア
ソ
ン
会
理
事
会

Merry Christmas

【写真下】
幼稚園児によ
る今年のクリ
スマスツリー。
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「
北
欧
風
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
」
終
了
！

　
「
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
‼
」

第
46
回
文
化
サ
ロ
ン
de
ピ
ア
ソ
ン

　

増
井
五
夜
子
講
師
の
語
り
か

け
で
第
46
回
文
化
サ
ロ
ン
de
ピ

ア
ソ
ン
は
、
恒
例
の
「
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
作
り
講
習
会
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
、
予

約
開
始
と
同
時
に
満
席
に
な
る

こ
と
か
ら
、
今
年
は
11
月
29
日

（
土
）・
30
日
（
日
）
の
両
日
に

午
前
と
午
後
の
部
を
設
定
。
計

28
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
北
見
市
民
は
も
と
よ
り

北
見
工
業
大
学
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
に
学
ぶ
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の

３
名
の
留
学
生
も
加
わ
り
、
初

め
て
の
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
で

「
き
れ
い
な
作
品
が
で
き
て
嬉

し
い
。
楽
し
い
講
習
で
し
た
」

と
感
想
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

北
見
で
最
初
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
紹
介
し
た
の
が
ピ
ア

ソ
ン
夫
妻
。
北
見
の
ク
リ
ス
マ

ス
行
事
発
祥
の
館
で
も
あ
る
記

念
館
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
材
料
は
夏
の
間
に
お
庭

か
ら
採
取
し
て
お
い
た
草
花
を

乾
燥
さ
せ
て
使
い
、
リ
ー
ス
の

主
役
に
な
る
垣
根
の
「
ヒ
バ
」

は
、
講
習
会
の
一
週
間
前
に
剪

定
し
て
準
備
し
ま
し
た
。
ヒ
バ

の
木
に
は
殺
菌
・
防
虫
の
効
能

も
あ
り
、
爽
や
か
な
香
り
が
ク

リ
ス
マ
ス
か
ら
新
年
に
か
け
て

楽
し
め
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
北
欧
風

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」
。
香
り

豊
か
で
自
然
感
あ
ふ
れ
る
北
欧

ら
し
さ
を
演
出
す
る
た
め
に
、

飾
り
の
松
ぼ
っ
く
り
は
、
ス
ト

リース材料の組み合わせに自分らしさ！

ロ
ー
ブ
松
の
大
き
な
も

の
か
ら
カ
ラ
マ
ツ
の
小

さ
な
も
の
ま
で
拾
い
集

め
、
松
脂
を
消
毒
し
て

色
付
け
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
ス
パ
イ
ス
は
、
八

角（
ス
タ
ー
ア
ニ
ス
）
や

麻
ひ
も
で
結
わ
え
た
シ

ナ
モ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
も

用
意
。
ス
ラ
イ
ス
し
た

蓮
根
は「
見
通
し
が
良
く

な
る
縁
起
も
の
」
で
す
。

　

一
年
間
の
集
大
成
の

「
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
」
。

リ
ー
ス
作
り
と
ツ
リ
ー

の
飾
り
つ
け
に
は
、
そ

こ
に
辿
り
つ
く
ま
で
の

準
備
作
業
の
積
み
重
ね

が
あ
り
ま
す
。
ピ
ア

ソ
ン
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
の
特
長
は
、
「
リ
ー
ス

に
飾
る
素
材
の
種
類
の
豊
か

さ
」
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ハ
ー
ブ
部
会
の
メ
ン
バ
ー

が
こ
の
日
の
た
め
に
丹
精
込
め

て
育
て
た
草
花
へ
の
思
い
。
そ

し
て
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
へ
の
愛
情
が
こ
れ
か
ら

も
北
見
の
地
に
受
け
継
が
れ
て

い
き
ま
す
よ
う
に
。
ク
リ
ス
マ

ス
に
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｃ
）

【
写
真
右
】
ハ
ー
ブ
部
会
員
の
助
言
を
受

　
　
　
け
、
熱
心
に
取
り
組
む
参
加
者
。

【
写
真
右
】
増
井
講
師
の
指
導
で
、
自
分
ら
し

さ
の
リ
ー
ス
を
頭
の
中
で
組
み
立
て
る
。

【
写
真
右
】
完
成
し
た
リ
ー
ス
を
持
ち
寄
っ
て

記
念
の
写
真
撮
影
。

【
写
真
上
】
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
北
見
工
大
留
学
の

左
か
ら
ブ
ジ
ン
さ
ん
、
マ
ラ
ル
マ
さ
ん
、
ナ

ム
イ
さ
ん
。
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明
治
・
大
正
の
時
代
、
北
海
道
の
開
拓
に
入
っ
て
き
た
人
々
は
、
全
国
各
地

か
ら
の
入
植
者
で
あ
り
、
そ
れ
故
北
海
道
の
文
化
は
、
日
本
全
国
の
地
域
文
化

が
混
ざ
り
合
い
、
今
日
の
北
海
道
を
創
造
し
た
と
い
え
ま
す
。
北
海
道
に
は
、

ア
イ
ヌ
民
謡
と
和
人
（
ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
見
た
日
本
人
）
の
民
謡
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
当
記
念
館
で
初
め
て
の
日
本
民
謡
で
あ
る
北
海
道
民
謡
を
取
り

上
げ
、
10
月
18
日
土
曜
日
午
後
５
時
か
ら
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
45
回
文
化
サ
ロ
ン
de
ピ
ア
ソ
ン

日
本
郷
土

民
謡
三
絃

「
三
柏
の
森
に
響
く
北
見
の
鼓
動
」
終
了
報
告

　

須
貝
真ま

さ

え

幸
惠
（
唄
）
北
見
民
謡

会
響
会
主
、
仲
野
魁
斗
（
津
軽
三

味
線
）
氏
、
須
貝
星せ

な音
（
唄
と
津

軽
三
味
線
）
さ
ん
、
の
３
人
を
迎

え
て
の
民
謡
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
３
人
は
、
今
年
も

全
国
の
各
種
大
会
で
優
勝
な
ど
、

大
い
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
達
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
出
演
依

頼
に
は
恐
縮
す
る
よ
う
な
思
い
で

し
た
が
、
当
会
理
事
の
知
合
い
と

い
う
こ
と
も
幸
い
し
、
快
く
出
演

を
請
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
54
名
が
集
ま
り
、
生

音
で
の
三
味
の
音
が
響
き
渡
る
開

演
で
は
、
北
海
道
民
謡
メ
ド
レ
ー

で
、
「
や
ん
衆
音
頭
」・
「
出
船
音

頭
」・「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
と
、
快
い

バ
チ
の
音
、
小
太
鼓
、
哀
愁
を
誘

う
唄
声
、
会
場
を
一
瞬
で
民
謡
の

世
界
へ
と
。

　

唄
と
演
奏
の
合
間
に
、
北
海
道

民
謡
の
歴
史
や
、
地
域
の
特
徴
な

ど
、
親
切
な
解
説
を
加
え
て
、「
道

【
写
真
】
左
か
ら
仲
野
魁
斗
氏
、
須
貝
星せ

な音
さ
ん
、
須
貝
真
幸
惠
さ
ん
。

南
口
説
節
」
、
「
津
軽
あ
い
や
節
」
そ
し

て
津
軽
三
味
線
で
の
「
「
津
軽
じ
ょ
ん
が

ら
節
」」
な
ど
１
時
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

瞬
く
間
に
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
か
ら
熱
心
な
『
ア
ン

コ
ー
ル
』
な
ど
も
あ
り
、
最
後
に
北
海

盆
唄
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
終
了
は
、

６
時
15
分
と
な
り
ま
し
た
。

素
敵
な
来
館
者
た
ち
！
①

素敵な来館

者たち！②

　 1 0 月 2 6 日 、 斜 里 町 本 町 第
２自治会の 15名のみなさんが
来館されました。

1 0割蕎麦のとろろそば、
700円と値段も手頃。

　

11
月
７
日

に
美
里
資
料

館
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

16
名
が
早
朝

に
来
館
。
美

里
地
区
に
残

る
廃
校
で
、

地
域
の
開
拓

時
代
の
農
機

具
な
ど
の
資

料
を
、
地

域
民
間
の
協
力
で
資
料
館
と
し
て
保
存
展

示
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。
北
見
市
内
か

ら
12
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
郊
外
に
あ
り
、
お

店
な
ど
も
な
い
地
域
で
あ
る
の
で
、
地
域

の
名
産
で
あ
る
蕎
麦
の
工
房
も
運
営
し
て

い
ま
す
。
10
割
蕎
麦
と
「
そ
ば
打
ち
」
の

講
習
会
、
ま
た
蕎
麦
粉
の
販
売
な
ど
、
地

域
興
し
を
熱
心
に
実
践
し
て
い
る
農
家
の

方
々
で
す
。
冬
季
間
は
、
土
日
の
み
の
営

業
、
11
時
か
ら
14
時
ま
で
。
農
繁
期
は
お

休
み
。
本
業
の
農
業
優
先
で
す
。
蕎
麦
好

き
の
筆
者
も
食
し
て
き
ま

し
た
が
、
蕎
麦
も
出
汁
も

美
味
々
々
。　
（
ｓ
・
Ｉ
）
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「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
53
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     

〒 090-0043 北海道北見市北３条西３丁目

 携帯 .090-2693-1919 ℡ .0157-57-3664

 定休日／毎週木曜日・営業時間／ 10 時〜 19 時

　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　
　

木
枯
ら
し
も
過
ぎ
、
ピ
ア
ソ
ン
庭
の
木
々

も
柏
の
木
の
枯
葉
を
除
い
て
、
す
っ
か
り
葉
を

落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
気
温
も
グ
ン
と
下

が
り
始
め
、
こ
れ
か
ら
４
月
に
な
る
ま
で
は
厳

し
い
冬
の
季
節
と
な
り
ま
す
。

　

前
号
の
ピ
ア
ソ
ン
便
り
発
行
以
降
、
10
月
開

催
の
「
日
本
郷
土
民
謡
三
絃
」、
11
月
の
「
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
」、
そ
し
て
12
月
１

日
に
は
、
幼
稚
園
児
作
品
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
飾
り
付
け
会
。
こ
の
行
事
に
は
ピ
ア
ソ
ン

会
ハ
ー
ド
顧
問
も
参
加
と
、
本
年
を
締
め
く
く

る
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
記
事

を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

永
年
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
運
営
管
理
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
団
体
会
員
様
に
「
感

謝
状
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

明
治
・
大
正
時
代
に
開
拓
民
と
し
て
こ
の
北

海
道
に
来
ら
れ
た
親
族
の
照
会
な
ど
、
電
話
や

お
手
紙
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

四
国
高
知
の
土
佐
村
か
ら
の
移
住
者
を
先
祖
に

持
つ
方
か
ら
の
照
会
が
あ
り
ま
し
た
。
当
館
所

蔵
記
録
大
正
六
年
「
婦
人
矯
風
会
記
録
帳
」
に

記
載
が
あ
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

調
査
事
項
は
尽
き
無
い
よ
う
で
す
。

      　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）　　

伊
藤　

悟

２
０
２
５
・
９
・
23(

火)

　

フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
に
戻
る

◆
８
月
25 

日
付
け
の
イ
ー
メ
ー
ル

を
た
っ
た
今
見
つ
け
た
と
こ
ろ
で

す
。
ス
パ
ム
フ
ォ
ル
ダ
ー
（
迷
惑

メ
ー
ル
）
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
は
時
に
、
自
身
で
何
か

の
操
作
を
す
る
よ
う
で
す
。
教
会
活

動
の
こ
と
で
、
ま
だ
お
忙
し
い
こ
と

が
わ
か
り
、
安
心
し
ま
し
た
。

♦
こ
こ
、
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
の
今

日
は
雨
で
涼
し
い
で
す
が
、
土
曜
日

の
フ
ァ
ガ
ヌ
イ
か
ら
の
天
候
は
、
ド

ラ
イ
ヴ
に
最
適
で
し
た
。
ル
ア
ぺ
フ

山
は
新
雪
に
覆
わ
れ
格
別
で
し
た
。

♦
不
在
の
間
に
、
庭
の
プ
ラ
ム
の
木

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
花
を
付

け
て
い
ま
し
た
。
蜂
が
群
が
っ
て
い

る
の
で
今
年
は
豊
作
に
な
る
で
し
ょ

う
。

♦
地
方
自
治
体
の
選
挙
投
票
用
紙
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
郵
便

に
よ
り
ま
す
。
選
挙
広
報
だ
け
で
は

候
補
者
の
選
択
は
難
し
い
で
す
が
、

い
つ
も
の
よ
う
に
投
票
用
紙
を
送
り

ま
す
。　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
５
・
10
・
６(

月)

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

♦
北
見
の
秋
が
快
適
で
、
教
会
活
動

も
よ
く
進
み
ま
す
よ
う
に
。
こ
こ
で

は
、
雨
が
多
く
、
変
化
に
富
ん
だ
春

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
朝
は
、
夏

の
好
天
続
き
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植

え
る
準
備
で
野
菜
畑
を
耕
し
ま
し

た
。
土
は
柔
ら
か
く
色
も
濃
く
、
良

さ
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。
種
芋
を
車

庫
で
用
意
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ

十
分
に
は
成
長
し
て
い
ま
せ
ん
。

♦
睡
蓮
池
の
除
草
も
し
ま
し
た
。
葉

は
多
い
の
に
、
わ
ず
か
一
つ
か
二
つ

し
か
蕾
が
見
え
ま
せ
ん
。

♦
日
本
の
新
し
い
首
相
の
ニ
ュ
ー
ス

を
見
ま
し
た
。

２
０
２
５
・
10
・
26(

日)

　

日
本
へ
の
旅
行
計
画
・
家
族

　

写
真
（
幼
い
頃
）

♦
北
見
の
秋
の
季
節
は
快
適
で
し
ょ

う
。
こ
こ
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
で
は
、

変
わ
り
や
す
い
春
の
気
候
で
し
た

が
、
南
島
の
多
く
の
地
域
で
強
風
の

被
害
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

♦
今
年
も
ま
た
、
２
回
目
の
北
見
訪

問
の
旅
行
計
画
を
お
知
ら
せ
で
き
る

の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
す
で
に
、

国
際
便
を
予
約
し
ま
し
た
。
11 

月

19 
日
（
水
）
札
幌
着
。
12 

月
18 

日

（
木
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
。
北

見
へ
は
、
Ｊ
Ｒ
で
11 

月
28 

日
（
金
）

札
幌
発
。
帰
途
も
Ｊ
Ｒ 

で
、
12 

月

５
日
（
金
）
札
幌
へ
。
北
見
で
は
ま

た
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
滞
在
予
定
で

す
。
そ
の
頃
に
、
北
見
は
寒
く
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
皆
さ
ん
に
お

会
い
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

♦
追
伸
、
１
９
５
３ 

年
の
ク
リ
ス

マ
ス
に
撮
っ
た
ハ
ー
ド
一
家
の
写
真

を
送
り
ま
す
。
レ
イ
チ
ェ
ル
が
最
近

デ
ジ
タ
ル
で
再
生
し
ま
し
た
。
場
所

は
タ
ラ
ナ
キ
の
ピ
ハ
マ
（
北
島
部
の

西
海
岸
）
で
、
当
時
、
伯
母
マ
リ
オ

ン
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
・
11
・
９(

日)

　

喫
茶
ク
ボ
タ
で

　
　

12
月
２
日
（
火
）
11
時
に

♦
メ
ー
ル
と
喫
茶
ク
ボ
タ
で
の
再
会

の
ご
連
絡
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
こ
こ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
暖
か
い
け
れ
ど
変
わ
り

や
す
い
天
候
で
す
。
我
が
家
の
池
の

水
蓮
は
次
々
と
咲
き
続
け
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
・
11
・
19
（
水
）

♦
今
朝
、
雪
景
色
に
迎
え
ら
れ
、
無

事
札
幌
に
。
Ｊ
Ｒ
が
決
ま
り
次
第
、

再
度
連
絡
い
た
し
ま
す
。
Ｇ
・
ハ
ー
ド

♦
11
月
21
日(

金) 

昨
日
予
約
済
み
。
来

週
は
北
見
で
す
。
11

月
28
日(

金)

の
15

時
40
分 

着
。
特
別
快

速
大
雪
で
す
。
札
幌

行
き
は
、
12
月
５
日

（
金
）
の
10
時
45
分 

発
の
快
速
き
た
み
、 

皆
様
に
よ
ろ
し
く
。

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

【
写
真
】
右
側
か
ら
順
に
父
親
、
そ
の
横
に
グ
ラ
ハ
ム
さ
ん
、
姉

ジ
ュ
デ
ィ
、
母
、
弟
マ
レ
イ
と
の
撮
影
。
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